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NY マーケットレポート（2016 年 11 月 18 日） 
 

NY 市場では、米国の主要な経済指標の発表がなく、トランプ次期米大統領の経済政策が引き続き材料視され、ドル買い・円売りが先行

した。また、米長期債利回りの上昇も加わり、円売りが優勢となり、クロス円も比較的堅調な動きとなった。ドル/円は、一時 110.93

まで上昇し、5月 31 日以来の高値を付ける動きとなった。 

 

 

 
出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

22：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月ポーランド雇用（前月比） 0.1％（予想 0.2%・前回 0.2%） 

 

10 月ポーランド雇用（前年比） 3.1％（予想 3.1%・前回 3.2%） 

 

10 月ポーランド平均総賃金（前月比） 1.0％（予想 1.5%・前回 0.1%） 

 

10 月ポーランド平均総賃金（前年比） 3.6％（予想 4.2%・前回 3.9） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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22：00 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

 

・「緩和政策の一部を近い将来に解除する用意ある」 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月カナダ消費者物価指数（前月比） 0.2％（予想 0.2%・前回 0.1%） 

 

10 月カナダ消費者物価指数[コア]  0.2％（予想 0.3%・前回 0.2%） 

 

10 月カナダ消費者物価指数（前年比） 1.5％（予想 1.5%・前回 1.3%） 

 

10 月カナダ消費者物価指数[コア]  1.7％（予想 1.8%・前回 1.8%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

出所：Bloomberg 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

10 月米景気先行指標総合指数（前月比） 0.1％（予想 0.1%・前回 0.2%） 

 

 

出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪米景気先行指数≫ 

        10 月・・9月・・8月・・7月・・6月・・5月・・4月 

先行指数・・・・0.1・・0.2・・-0.2・・ 0.5・・ 0.2・・-0.2・・0.5 

一致指数・・・・0.1・・0.1・・ 0.2・・ 0.2・・ 0.3・・ 0.0・・0.2 

遅行指数・・・・0.2・・0.2・・ 0.3・・ 0.2・・-0.1・・ 0.4・・0.3 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、トランプ次期米大統領の経済政策で米景気の回復が進み、物価が上昇するとして先安観が強まった。

米長期金利の指標となる 10 年債利回りは一時、前日の終値に比べて 6bp 高い 2.36％まで上昇し、昨年 12 月上旬以来約 11 ヵ月半ぶり

の高水準となった。 

 

午前の利回りは、30 年債が 3.02％（前日 3.01％）、10 年債が 2.33％（2.30％）、7年債が 2.12％（2.09％）、5年債が 1.77％（1.73％）、

3年債が 1.34％（1.32％）、2年債が 1.05％（1.04％）。 

 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、ドル高の影響で、資源価格の割高感から資源株を中心に売りが優勢となり、主要株価は軟調な結果となった。 
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出所：Bloomberg 

 

 

4：05 

≪ 要人発言 ≫ 

カプラン・ダラス連銀総裁 

・「緩和的な政策の解除は望ましい」 

・「FOMC は、利上げには忍耐強く漸進的になるべきだ」 

・「中国は潜在的なグローバルリスクのリストで首位」 

・「中国で金融が不安定になる状況が出てくるだろう」 

・「政策の違いでドルはさらに上昇する可能性も」 

 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

NY 金は、中心限月が前日比 8.20 ドル安の 1オンス＝1208.70 ドルで取引を終了した。 

 

NY 金は、12 月の米追加利上げ観測やトランプ次期米大統領の景気刺激策への期待を背景にドル高が進行し、ドルの代替資産とされる金

を売る動きが続いた。 

 

 
出所：Bloomberg 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

NY 原油は、中心限月が前日比 0.27 ドル高の 1バレル＝45.69 ドルで取引を終了した。 

 

NY 原油は、OPEC が今月末の総会で原油の減産を正式決定するとの期待感から、堅調な動きとなった。ただ、ドルが主要通貨に対して上

昇したことから、ドル建て原油の割高感から軟調な動きとなる場面もあった。 

 

 

出所：Bloomberg 

 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、ダウ平均が史上最高値圏にあるため、高値警戒感による売りが先行する一方、米景気の先行きを期待した買いも出てお

り、主要株価は序盤から売り買いが交錯する動きが終盤まで続いた。ダウ平均株価は、序盤から軟調な動きとなり、一時 49 ドル安まで

下落したものの、その後はマイナス圏で小動きの展開が続いた。 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、欧州市場の軟調な動きが一服し、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。米国の主要な経済指標の発表もなく、新

規材料に乏しい中、米長期債利回りの上昇を材料にドル買い円売りが優勢となり、クロス円も堅調な動きとなった。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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